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遺
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６
　
遺
跡
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時
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縄
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時
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晩
期
、
古
墳
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代
末
ｔ
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

茅
ヶ
崎
市
は
北
半
部
が
洪
積
台
地
、
南
半
部
が
砂
丘
地
帯
と
自
然
堤
防
、
旧

河
道
か
ら
な
る
沖
積
低
地
と
に
区
分
さ
れ
る
。
砂
丘
地
帯
は
東
は
藤
沢
市
片
瀬

付
近
か
ら
始
ま
り
、
平
塚
市
花

水
川
を
西
境
と
し
て
広
く
分
布

し
、
一
般
的
に
は

「湘
南
砂
丘
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
茅

ヶ

崎
市
域
で
は
砂
丘
の
発
達
が
顕

初
著
であり、そ
の起伏等
から、

卜
か
つ
て
の
海
岸
線
の
名
残
り
と

醸
思
わ
れ
る
約
七
列
の
高
ま
り
が
、

現
海
岸
線
に
は
ば
平
行
す
る
よ

う
な
連
な
り
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
本
遺
跡
は
、
湘
南
砂
丘
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
て
お
り
、
さ
ら
に
本
市
に
あ

っ
て
は
、
現
海
岸
か
ら
数
え
て
第
四
番
目
の

砂
丘
列
の
北
側
裾
に
形
成
さ
れ
た
支
谷
に
残
る
低
湿
地
の
部
分
に
あ
た
る
。
こ

の
砂
丘
か
ら
派
生
し
、
本
低
湿
地
の
北
側
に
東
西
に
延
び
る
低
位
の
砂
丘
が
、

古
代
集
落
跡
を
遺
存
す
る
居
村
Ａ
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
が
、
本
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
古
代
遺
物
と
直
接
的
に
関
連
す
る
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
居
村
Ａ
遺
跡
が
あ
る
低
砂
丘
の
北
側

に
は
、
旧
相
模
川
が
残
し
た
低
湿
地
が
広
く
続
い
て
い
る
。
今
回
の
調
査
地
点

の
標
高
は
五

・
五
ｍ
、
南
側

の
高
位
砂
丘

（国
道
一
号
が
あ
ワε

が

一
五
ｍ
、

居
村
Ａ
遺
跡
の
あ
る
低
位
砂
丘
が
六
ｍ
、
そ
の
北
側
の
低
湿
地
が
五
ｍ
を
測
る

（現
地
表
）。

本
遺
跡
及
び
居
村
Ａ
遺
跡
の
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路
東
海
岸
寒
川
線
建
設

に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。　
一
九
八
六
年
秋
に
、
居
村
Ａ
遺
跡
が
工
事
中
に
発

見
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
居
村
Ｂ
遺
跡
と
し
た
南
側
低
湿
地
に
も
、

湿
地
性
の
遺
跡
の
存
在
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
遺
跡
調
査
は
、
道
路
建
設
工
事
に
合
せ
実
施
し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
調

査
区
は
、
南
北
四
〇
ｍ
、
幅

一
六
ｍ
で
あ

っ
た
。
調
査
は
、　
一
九
八
七
年

一
〇

月
か
ら

一
二
月
下
旬
ま
で
を
予
備
調
査
、
そ
の
後
、
翌
年
五
月
初
旬
に
か
け
て

本
格
調
査
を
行

っ
た
。
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
予
備
調
査
の
段
階
で
、
全
域
に
古
代

遺
物
の
分
布
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
共
伴
す
る
木
製
遺
物
が
多
量
に
包
合
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
従
来
、
水
田
が
営
ま
れ
て
き
た
と



こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
た
め
、
地
表
か
ら
約
四
〇

ｃｍ
下
方
で
湧
水
が
始

ま
り
、
そ
の
下
に
存
在
す
る
古
代
の
遺
物
包
含
層
が
、
完
全
に
地
下
水
に
覆
わ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
各
種
の
木
製
遺
物
が
遺
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
格
調
査
の
結
果
、
古
代
に
属
す
る
溝
二
条
と
畦
状
の
隆
起
帯
が
検
出
さ
れ

た
。
溝
は
、
幅
の
狭
い
低
湿
地
を
形
成
す
る
谷
戸
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
、
上
流
の
砂
丘
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
砂
が
充
満
し
て

い
た
た
め
、
湿
地
性
の
黒
色
土
か
ら
な
る
古
代
層
中
で
は
明
瞭
に
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
二
条
は
平
行
関
係
で
重
複
し
て
お
り
、
新
し
い
段
階
で
は
、
緑

釉

・
灰
釉
陶
器
破
片
を
は
じ
め
、
須
恵
器

・
土
師
器

。
転
用
硯

。
「市
」
等
と

記
し
た
墨
書
土
器
な
ど
が
出
上
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
共
伴
し
て
性
格
不
明
の

小
型
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
土
器
類
よ
り

一
〇
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

畦
状
の
隆
起
帯
と
し
た
も
の
は
、
自
色
パ
ミ
ス
が
周
囲
よ
り
明
ら
か
に
集
中

し
て
お
り
、
あ
た
か
も
か
き
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
が
、
水
日
の
畦
道
の
存

在
を
想
定
さ
せ
る
。
こ
の
付
近
に
は
各
種
遺
物
が
と
く
に
集
中
し
て
お
り
、
木

製
遺
物
か
ら
み
る
と
、
投
棄
さ
れ
た
よ
う
な
散
乱
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。
土
器

類
も
い
わ
ば
散
乱
し
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
古
墳
時
代
末
か
ら

平
安
時
代
後
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
調
査
区
全
域
を
通
じ
、

層
位
の
上
下
関
係
は
混
乱
し
て
い
る
。
土
器
は
須
恵
器
、
土
師
器
を
主
体
と
す

る
が
、
少
量
の
緑
釉
陶
器
、
透
し
の
あ
る
脚
台
付
円
面
硯
と
思
わ
れ
る
須
恵
器

の
出
土
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
木
製
遺
物
と
し
て
は
、
後
述
の
木
簡
二
点
を
は

じ
め
、
木
簡
状
木
製
品
、
小
型
付
札
状
木
製
品
五
点
、
斎
串
状
木
製
品
、
火
切

板
数
点
、
小
型
の
下
駄
、
小
型
異
形
木
製
品
の
他
、
横
櫛

・
杓
子

・
曲
物

（底
、

側
）
。
田
下
駄
（大
足
▼

建
築
部
材

・
桃
の
種
子

。
自
然
木
な
ど
が
多
量
に
出
土

し
た
。
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簡
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ω
、
②
と
も
、
調
査
区
中
央
付
近
で
溝
状
遺
構
北
側
、
畦
状
遺
構
の
東
側
に

近
接
し
て
、
⑪
は
斜
め
に
、
②
は
ほ
ぼ
直
立
し
て
出
上
し
た
。
①
は
刃
の
よ
う

に
削
ら
れ
た
板
の
両
端
が
欠
損
し
た
も
の
で
、
四
個
以
上
の

「道
」
が
習
書
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
表
裏
面
と
も
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同

一
時
に

墨
書
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
表
面
の
文
字
が
、
最
初
使
用
さ
れ

た
正
式
な
文
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
使
用
後
、
裏
面
下
半
部
に
削
り
を
入
れ
、

あ
た
か
も
刀
の
刃
の
よ
う
に
加
工
し
、
下
端
を
九
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面

の
文
字
は
明
ら
か
に
そ
の
後
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
端
は
欠
損
し
て
い

た
が
七
皿
の
厚
さ
が
本
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

表
面
は
、
「国
□
郡
（年
号
）
十
年
度
の
物
品
を
放
生
の
布
施
に
あ
て
る
こ
と
」
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を
郡

へ
命
じ
た
国
衝
段
階
の
指
示
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。
裏
面
は
、

「飛
鳥
部

伊
□
豊
」
及
び

「春
部
足
人
」
と
い
う
部
姓
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上

部
に

「飛
」
が
連
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「鳥
飛
」
と
文
字
が
逆
転
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「春
部
足
人
」
を
右
側
に
寄
せ

て
記
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
部
分
に
穿
た
れ
た
孔
の
存
在
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
二
点
の
木
簡
の
他
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
木
簡
特
有
の
切

り
込
み
を
も
ち
、
全
面
に
削
り
痕
を
有
す
〇
三
九
型
式
の
付
札
状
の
も
の
一
点

が
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
木
簡
は
複
数
出
土
し
て
お
り
、
他
の
木
簡
出
土
遺
跡
で
伴
出

例
の
多
い
小
型
付
札
状
木
製
品
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
で
の
木

簡
の
存
在
が
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
緑
釉
陶
器
や
円
面
硯
、
火
切
板
等
の
特
殊
な
共
伴
遺
物
を
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
付
近
に
何
ら
か
の
公
的
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

「放
生
」
の
文
書
木
簡
は
、
律
令
国
家
の
国
家
的
仏
教
行
事
で
あ
る
「放
生
」

が
相
模
国
内
に
お
い
て
も
、
官
費
を
投
じ
て
公
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
点
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
さ
ら
に
部
姓
を
有
す
る
人
名
は
、
と
も
に
相
模

で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
古
代
史
料
を
提
供
し
た
点
に
加
え
、
本

木
簡
の
年
代
を
傍
証
す
る
資
料
と
し
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

年
代
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
定
を
控
え
て
い
る
。

９
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史
研
究
』
１３
　
一
九
八
九

年
）神
奈
川
地
域
史
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簡
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